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当第2四半期末
’11／6

前 期 末
’10／12

増 減 増 減 内 容

総 資 産 ３７，３２１ ３４，９５1 ２，３７０

(受取手形・売掛金) ３，３００ ３，１７９ １２１

( 棚 卸 資 産 ) ５，６１８ ５，５６０ ５８
原材料７８増、仕掛品３６８
減、製品３４８増

負 債 ３，５２６ ３，２７３ ２５２
買掛金１１５増、

未払法人税等４４５増

( 有 利 子 負 債 ) １１９ １２３ △３ 長期借入金４減

利 益 剰 余 金 ３４，４５９ ３２，２６５ ２，１９３

当 第 2 四 半 期
’11／6

前第2四半期

’10／6
増 減 増 減 内 容

設 備 投 資 額 ５６６ ２５０ ３１６
北米新社屋１７０、

生産機械１２１

減 価 償 却 費 ３２７ ２７１ ５６

単位：百万円単位：百万円単位：百万円

連結決算概要（B/S）
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連結決算概要（P/L）

今 期 実 績

’11／6
前 期 実 績

’10／6
前 期 比

計 画

’11／6
計 画 比

売 上 高
１１，２７２

100%
１１，０６２

100%
１０２％ １１，１７８

100%
１０１％

売 上
総 利 益

６，７４７
60%

６，９５５
63%

９７％
△3pt

６，５５３
59%

１０３％
1pt

営 業 利 益
３，７０８

33%
４，０６４

37%
９１％
△4pt

３，５３５
32%

１０５％
1pt

経 常 利 益
３，８８０

34%
３，７２３

34%
１０4％

0pt
３，５８１

32%
１０８％

2pt

当 期 純 利 益
２，６７８

24%
２，４９８

23%
１０７％

1pt
２，５２５

23%
１０６％

1pt

EPS（円） ４４２．４８ ４０６．９８ ４１２．４３

為 替 レ ー ト

米 ド ル ８１．７４円 ９１．１７円 ９．４３円高 ８０．００円 １．７４円安

ユ ー ロ １１４．８７円 １２１．０９円 ６．２２円高 １１０．００円 ４．８７円安

単位：百万円単位：百万円単位：百万円

■売上目減額 △３２７百万円（前期レート比) １５６百万円（計画レート比）
■為替感応度 ＵＳドル：１円円高→売上４千万円減、ＥＵＲＯ：同５千万円減（営業利益８０％）
■試験研究費 ６０４百万円（対前期比６６百万円減）
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事業の種類別連結売上高増減

２０１ ０年 ２ ０ １ １年

歯科製品
関連事業 9,641 9,910

+269

工業製品
関連事業 1,073 1,338

+264

そ の 他
事 業 348 352

+3

為替影響 - △327

計 11,062 11,272
+210

期中平均レート

米 ド ル 91.17 81.74
↓9.43

ユ ー ロ 121.09 114.87
↓6.22

為 替
影 響

国内30%増
輸出2%減（欧州△2%,北米+1%,アジア△12%,その他+1.5%）

国内2.3%減
輸出41.7%増

（北米+48.4%,欧州+69.6%,アジア
+24.8%,その他+1.1%）

2.8%

24.7%

その他

歯科製品

工業製品

2010年の為替レートで換算した場合の増減

1.1%

事業の種類別売上高
（為替影響分離）

単位：百万円

１１,０６２ １１,２７２

２６９

２６４ △３２７

３

2Q2010年
売上高

2Q2011年
売上高
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事業の種類別営業利益増減

２０１ ０年 ２ ０ １ １年

歯科製品
関連事業 4,764 4,673

△90

機工製品
関連事業 340 441

+1０１

そ の 他
事 業 96 112

+16

為替影響 - △276

全社費用 △1,135 △1,242
△107

計 4,064 3,708
△356

期中平均レート

米 ド ル 91.17 81.74
↓9.43

ユ ー ロ 121.09 114.87
↓6.22

2010年の為替レートで換算した場合の増減

単位：百万円

歯科製品 工業製品

為 替
換 算

全 社
費 用

その他

営業利益率47.2%（2.2pt低下)
人件費、経費増加、販促費増

営業利益率33.0%（1.3pt改善)
売上増加

事業の種類別営業利益
（為替影響分離）

△1.9% 29.7%

16.7%

４,０６４ ３,７０８

△９０ １０１

１６

△２７６

△１０７

2Q2011年
営業利益

2Q2010年
営業利益



Page-7

'11年6月期

国内
21%

北米
18%

欧州
28%

アジア
13%

その他
20%

'07年6月期

国内
17%

北米
21%

欧州
30%

アジア
17%

その他
15%

連結売上高推移（歯科製品）

1,681 1,574 1,586 1,557 2,024

2,096 2,043 1,811 1,813
1,723

2,946 3,684
2,705 2,969

2,768

1,637
1,371

1,207
1,412 1,221

1,467

1,260

1,888

1,675

1,891

0

2,500

5,000

7,500

10,000

'07年6月期 '08年6月期 '09年6月期 '10年6月期 '11年6月期

百万円

国内 北米 欧州 アジア その他

9,829
10,349

8,571

9,641 9,629
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地域別連結売上高の増減（歯科製品）

２ ０ １ ０年 ２ ０ １ １年

欧 州 2,969 2,904
△65

北 米 1,813 1,828
+14

国 内 1,557 2,024
+467

ア ジ ア 1,412 1,235
△176

そ の 他 1,888 1,916
+28

為替影響 - △280

計 9,641 9,629
△11

期中平均レート

米 ド ル 91.17 81.74
↓9.43

ユ ー ロ 121.09 114.87
↓6.22

為替
影響

欧州
△2.2%

北米
0.8%

国内

30.0%

アジア
△12.5%

ドイツ、フランス増収維持
南欧（スペイン、イタリア）低迷
競合との価格競争

カナダ OEM販売二桁増収
米自社ブランド（ブラスラー）大幅減収

自社ブランド、ＯＥＭ共増収
新製品効果大（インプラント機器他）

台湾大幅減
（中国流入禁止措置）
韓国減収
（インプラント機器低迷、
ウォン安影響）

南米、中近東、ロシア増収
オセアニア大幅減

その他
1.5%

2010年の為替レートで換算した場合の増減

歯科製品売上高
（為替影響分離）

単位：百万円

９,６４１

2Q2010年
歯科売上高

2Q2011年
歯科売上高

９,６２９

△６５ １４

４６７

△１７６
２８

△２８０
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'07年6月期

国内
44%

北米
23%

欧州
18%

アジア
6%

その他
9%

'11年6月期

国内
32%

欧州
15%

アジア
27%

その他
0%

北米
26%

連結売上高推移（工業製品）

515 576

253
414 404

261
269

235

253 337

204
202

101

118

200

67
73

36

280

349102
104

33

6

6

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600

'07年6月期 '08年6月期 '09年6月期 '10年6月期 '11年6月期

百万円

国内 北米 欧州 アジア その他

1,151
1,226

1,073

659

1,299
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地域別連結売上高の増減（工業製品）

２０１０年 ２０１１年

国 内 414 404
△9

北 米 253 376
+122

欧 州 118 200
+82

ア ジ ア 280 349
+69

そ の 他 6 6
+0

為替影響 - △38

計 1,073 1,299
+225

期中平均レート

米 ド ル 91.17 81.74
↓9.43

ユ ー ロ 121.09 114.87
↓6.22

アジア
24.8%

欧州
69.6%

為替
影響

北米
48.4%

国内
△2.3%

その他

1.2%

イタリア、スイス等メーカー営業奏功

工作機械メーカーとの関係強化奏功
自動車、医療、航空宇宙業界に注力

生産海外シフトで苦戦

－

工業製品売上高
（為替影響分離）

携帯音楽機器等業界向け伸長

2Q2010年
工業売上高

2Q2011年
工業売上高

１,０７３ １,２９９

△９
１２２

８２

６９
△３８

2010年の為替レートで換算した場合の増減

単位：百万円
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ナカニシ本体
・開発陣容増強
子会社

•欧州販売人員増強

営業利益の増減要因

為替影響

$： 91.17円→ 81.74円
€：121.09円→ 114.87円

４,０６４

需要増加

人件費増加

経費増加

売上高
歯科 ２６９百万円増
工業 ２６４ 〃

原価率悪化

2010年の為替レートで換算した場合の増減

棚卸評価損
デモ・サンプル品等値引き販売増加

IDS展示会費用、販促費
新社屋移転費用（米）

2Q2010年
営業利益

２Q2011年
営業利益

３７９

△１９８

△９３

△１６７

△２７６

３,７０８

単位：百万円
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2011年12月期通期予想
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通期連結決算概要（Ｐ／Ｌ）

今期予想
’１１/１２

前期実績
’１０/１２

前 期 比 増 減 要 因

売 上 高
２２，４８５

1００%
２２，２１３

１００%
１０１％ 歯科製品： ４６（０%）

工業製品：２０５（９%), その他：１９（３%）

売 上 総 利 益
１３，２３０

５９%
１３，４２０

６０%
９９％
△１pt 円高の影響（売上目減り５６６）

営 業 利 益
６，９７０

３１%
７，６００

３４%
９２％
△３pt

販管費４４０増 －広告費増（カタログ、展示会）、

人件費増（営業人員、開発陣容増強）

経 常 利 益
７，１０７

３２%
７，３０４

３３%
９７％
△１pt 前期為替差損４６９

当 期 純 利 益
４，７７８

２１%
４，６８７

２１%
１０２％

- pt 従業員養老保険満期返戻金６００

E P S （ 円 ） ７８０．４４ ７６５．７２

想 定 為 替 レ ー ト

米 ド ル ８０．００円 ８７．６９円 ７．６９円円高 為替感応度 ＵＳＤ 1円：４０百万円

ユ ー ロ １１０．００円 １１６．３９円 ６．３９円円高 為替感応度 EURO 1円：５０百万円

設 備 投 資 ８００ １，１４４ △３４４ 北米社屋、新製品金型、自家発電設備等

減 価 償 却 費 ６３０ ５９２ ３８

単位：百万円単位：百万円
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連結売上高事業の種類別増減

２０１ ０年 ２ ０ １ １年

歯科製品
関連事業 19,289 19,846

+557

工業製品
関連事業 2,281 2,530

+249

そ の 他
事 業 642 673

+31

為替影響 - △566

計 22,213 22,485
+271

期中平均レート

米 ド ル 87.69 80.00
△7.69

ユ ー ロ 116.39 110.00
△6.39

△924
為替
影響

引き続き欧州は堅調を予想
南米、中近東にも注力

情報携帯端末関連

歯科製品

2.9%

工業製品

10.9%

その他

4.8%

2010年の為替レートで換算した場合の増減

単位：百万円

事業の種類別売上高
（為替影響分離）

2010年
売上高実績

2011年
売上高（予想）

２２,２１３ ２２,４８５

△５６６

３１

２４９

５５７
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地域別連結売上高の増減（歯科製品）

２ ０ １ ０年 ２ ０ １ １年

欧 州 6,026 6,366
+340

北 米 3,585 3,510
△75

国 内 3,339 3,612
+272

ア ジ ア 2,666 2,445
△220

そ の 他 3,670 3,911
+240

為替影響 - △510

計 19,289 19,335
+46

期中平均レート

米 ド ル 87.69 80.00
△7.69

ユ ー ロ 116.39 110.00
△6.39

為替
影響欧州

5.7%

北米
△2.1%

国内
8.2%

その他
6.6%

アジア
△8.3%

子会社は伸長するも伸び鈍化
競争激化の懸念（価格競争）

米自社ブランド販売調整局面
カナダ販売伸長

ユニットメーカー回復
代理店伸長

中国ディーラー網再構築
韓国伸長（ウォン安）

南米の営業強化
ロシア２桁増継続

2010年の為替レートで換算した場合の増減

単位：百万円

歯科製品売上高
（為替影響分離）

2010年
歯科売上高

2011年
歯科売上高（予想）

１９,２８９ １９,３３５

３４０

△７５

２７２ △２２０ ２４０

△５１０
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アジア
16.1%

国内

18.5%

地域別連結売上高の増減（工業製品）

２ ０ １ ０年 ２ ０ １ １年

国 内 827 980
+152

北 米 531 499
△31

欧 州 274 313
+30

ア ジ ア 635 738
+102

そ の 他 13 -
△13

為替影響 - △43

計 2,281 2,487
+205

期中平均レート

米 ド ル 87.69 80.00
△7.69

ユ ー ロ 116.39 110.00
△6.39

為替
影響

欧州

14.2%

北米

△6.0%

その他

自動車、医療業界向け強化
最終需要はアジア多し

ＨＤＤ関連回復期待

医療業界用停滞

2010年の為替レートで換算した場合の増減

単位：百万円

工業製品売上高
（為替影響分離）

2010年
工業売上高

2011年
工業売上高（予想）

２，２８１ ２，４８７

１５２

△３１ ３８

１０２

△１３

△４３
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広告宣伝費増加
人件費増加
試験研究費増加

営業利益の増減要因

連単倍率増

為替影響

$： 87.69円→ 80.00円
€：116.39円→110.00円

需要増加
販管費増

売上高８３７百万円増
歯科５５７
工業２４９
その他３１

子会社経由の販売割合増加

2010年の為替レートで換算した場合の増減

単位：百万円

2010年
営業利益

2011年
営業利益（予想）

７,５４５

５００
△６９６

５０

△４３２

６,９６９
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市場の状況と今後の施策



2011年上期Update
■業界動向

１．全世界経済危機継続による価格競争継続

（１）相対的な需要減少傾向継続 ⇒ 製品品質とサービスの重要度が増す。

（２）不況の影響によりディラー経営悪化傾向 ⇒ ディラー再編の動き活発化。

２．ブランドポジショニングの変化

（１）Kavo安売り継続によるブランド価値、大幅に低下。

（２）Kavo追随、BienAir/Sironaの自殺行為的安売りによるブランド価値低下。

（３）W&H、NSKは新製品上市とサービス向上によるブランド価値向上。

■NSKの戦略

１．先進国市場：「攻め」の姿勢継続とCS強化からCL（Customer Loyalty)追求推進。

（１）伸長鈍化傾向ではあるが、各現法事業計画達成見込み

（２）不況下においても、新製品上市を継続、ベストインクラス製品の訴求をCL戦略強化

２．エマージング市場：流通再構築継続による販売体制強化。

（１）東南アジア：NSKアジアを中心に国別販売戦略推進中。

（２）中近東：政情不安定の中、地域格差があるものの全体としては成長。

（３）中国：NSK上海を中心に市場再構築最終段階推進中。

（４）中南米：V字回復後も伸長継続、ローカルマーケティング活動強化

（ブラジル ローカル営業採用）
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歯科：2011年上期の状況



ブランド価値
高い

ブランド価値
低い

市場売価
高価格 2000

2000
2000

2000

2000

市場売価
低価格

歯科： 2011年ブランドポジショニング分析

中国他低価格製品
及び
コピー製品

主要ブランドの競争激化
CS強化とCL推進による差別化

2008 

2008 
2008 2008 2008 

中国他低価格製品
及び
コピー製品

2010-

2010-

2010-

2010-
2010-
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Focus
集中

提案型営業展開による営業品質のさらなる向上

と差別化戦略推進

欧米への深堀営業とエマージング諸国への販売網強化欧米への深堀営業とエマージング諸国への販売網強化

業界ダントツNO.1のアフターサービス提供業界ダントツNO.1のアフターサービス提供Enhancement
強化

CS強化とCL (Customer Loyalty)推進活動CS強化とCL (Customer Loyalty)推進活動

ユーザーニーズを的確に伝達する販促活動展開

コアビジネスであるハンドピース拡販コアビジネスであるハンドピース拡販

成長カテゴリーであるインプラント関連機器拡販成長カテゴリーであるインプラント関連機器拡販

成長カテゴリーである歯周関連機器拡販成長カテゴリーである歯周関連機器拡販

歯科：営業基本戦略
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重点拡販製品
業界Ｎｏ１モデルの連打による製品レンジ拡大

ワイドレンジな
製品ラインアップ

ワイドレンジな
製品ラインアップ

業界Ｎｏ１モデル

業界最小ヘッド

LEDダイナモ搭載

歯科：製品戦略

業界Ｎｏ１モデル

業界Ｎｏ１モデル

SurgicXT後継機

超音波骨切・LED

圧倒的な占有率
獲得に挑戦

圧倒的な占有率
獲得に挑戦

ワイドレンジな
製品ラインアップ
多岐需要に対応

ワイドレンジな
製品ラインアップ
多岐需要に対応
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グローバル販売体制

エマージング市場
国別営業戦略構築を進め市場開拓を図る
CS活動を強化し、ブランド力を高める。

中南米強化のためブラジルにローカル営業配置
⇒ 現法化へのインフラ整備推進

エマージング市場
国別営業戦略構築を進め市場開拓を図る
CS活動を強化し、ブランド力を高める。

中南米強化のためブラジルにローカル営業配置
⇒ 現法化へのインフラ整備推進

NSK Asia

NSK Middle East

NSK Russia CIS

グローバル展開の「質」の向上
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先進国市場
集中倉庫設立による短納期実現と
ローカルセールス・マーケティング活動による深掘営業推進
⇒ CSからCLへの変革を進める

先進国市場
集中倉庫設立による短納期実現と
ローカルセールス・マーケティング活動による深掘営業推進
⇒ CSからCLへの変革を進める

NSK Euro Holdings

NSK HQ

NSK America



現地販売は伸長鈍化傾向（経済状況の影響）現地販売は伸長鈍化傾向（経済状況の影響）

全体としてほぼ前年並みの売上見込み全体としてほぼ前年並みの売上見込み

■■IDS・新製品上市連打によりNSKブランド価値さらに向上

■競合他社（Kavo, BeinAir他）販売価格の下落傾向止まらず。

■中心市場であるドイツ・フランス現地販売は堅調に推移。

●S-Max Pico・Surgic Pro上市による積み上げ。

●著名Ｄｒ．との連携による各種セミナー継続的に開催。

■旧代理店市場は伸長に「バラつき」 傾向

■欧州集中倉庫フル稼働‐ローカルサービス充実。

■ローカルサービスに充実による顧客満足度向上

欧州市場

歯科：営業戦略
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通期 前期比103％の見込み –

既存ディラーの販売深掘りを提案型販促にて推進中

●業界ＴｏｐディラーＤｅｎｔｅｘ社と旧代理店ＳＥＬＬＡ社共存

*Dentex社 A-Dec Motor販促開始

*SELLA社、超音波・サージック関連セミナー・コース強化

●ロシア地方都市攻略開始とＣＩＳ販売網強化

●ブランディング強化推進

宣伝強化と各地展示会でのブランド訴求

セミナー開催、製品デモによるユーザー訴求

ロシア市場

歯科：営業戦略

モスクワ展示会ブース内デモ
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ブラスラーブラスラーUSAUSAとの独占販売契約解除との独占販売契約解除

20112011年年1111月月11日より新社屋・集中倉庫稼動、自社販売開始日より新社屋・集中倉庫稼動、自社販売開始

■NSK Dental LLC設立。ローカルSales＆Marketing開始

■大手販売流通ヘンリーシャイン・パターソンデンタル・ベンコ他に卸営業展開

- 販売構成比90％を持つ卸ディラー攻略

■集中倉庫稼動 即納体制構築によるサービス向上。

■全米主要都市に営業配置（初年度15名＋の予定）によるローカル営業強化。

■修理センター機能充実・CS機能充実による

- 顧客満足度向上を図る。

■ローカルマーケティング開始によるブランド力向上を計る

‐ 宣伝・広告充実、展示会出展
- 学術・臨床情報の充実

歯科：営業戦略

アメリカ市場
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NSK America自社社屋建設
米州集中倉庫とローカルマーケティング推進開始

新社屋全景

入口ロビー ショールーム予定スペース 事務所内

シカゴ

ホフマン・エステイト

5月16日移転完了

■シカゴ・オヘア国際空港より25分
■2,400平方メートルの建物内に

集中倉庫・ショールーム・セミナールーム・

修理センター・検査室等を完備

歯科：営業戦略

空港
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歯科：営業戦略
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北米市場

歯科：営業戦略

1111月度新スキーム垂直立上げに向けて月度新スキーム垂直立上げに向けて

準備最終段階・大手ディラー交渉も順調に推移準備最終段階・大手ディラー交渉も順調に推移

■ブラスラー■ブラスラーUSAUSA（米国販売委託先）（米国販売委託先）

●現地販売好調により上期計画以上の販売達成 ⇒ スムーズな新スキーム移管

●11月以降ブラスラーPB製品にて販売継続。⇒NSKブランド製品との共存

■カナダ市場■カナダ市場
●限定販売網戦略の効果大、上期前期比115％。さらなる奥行き拡大

●大手インプラントメーカーStraumannカナダ社との取引開始

■■OEMOEMビジネスビジネス

●既存ハンドピース関連OEMは堅調に推移

●超音波スケーラー、歯周病関連製品の新規OEM交渉継続

●新製品SurgicPro上市に向けてインプラントメーカー向けOEM交渉開始
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オセアニア市場

歯科：営業戦略

オセアニアの売上は上期で前期比割れオセアニアの売上は上期で前期比割れ

課題を解決しながら年間達成を目指す課題を解決しながら年間達成を目指す

■流通系販売不振を好調な大学向け・政府向販売にてカバー

■オーストラリア伸長鈍化をニュージーランド販売伸長加速によりカバー

■オセアニア市場においてもKavo社の安売り開始

■歯科大学との連携強化継続

●ニュージーランドJames Cook大学向けテンダー好調維持

●クイーンズランド大学新校舎向けテンダー9月に決定予定

■政府系クリニック向け出荷好調維持

クイーンズランド地方は洪水被害による予算削減により不振。

ニューサウスウェールズ・ビクトリア地方は好調に伸長。

■根管治療・歯周病治療・インプラントモーター拡販販促策展開
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昨年V字回復達成後も伸長継続

巨大市場メキシコ・ブラジル本格的な攻略開始

– 国別マーケティング実施、代理店見直し実行

ブラジル代理店・中南米代理店会議（16ディーラー約70名参加）

*製品・修理研修

– 現地営業採用（ブラジル）によるローカルサポート体制強化

– 巨大市場 メキシコ・ブラジル新スキーム検討開始

– 各国代理店再編の最終段階-強い販売網構築の仕上げ

中南米市場

歯科：営業戦略

2011年中南米代理店会議＠チリ
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不安定要因が多い中、通期 前期比102％を見込む

－ 伸長エリア

販売規模が大きいイラン、サウジアラビア、トルコ、南アフリカの代理

店に対する売上が上期 前期比150～190％の大幅伸長

下半期は政情不安の飛び火が懸念される

－ 政情不安エリア

リビア、アルジェリア、エジプトは上期 前期比0～20％とビジネスにな

らず、引き続き、先行きの見えない厳しい状況が続く見込み

ー 施策

中東政情問題の影響を受けていないエリアに販売注力

市場回復のため各国へのサポート強化

歯科：営業戦略

中東・アフリカ市場
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アジア市場

歯科：営業戦略

アジア市場(中国含む)全体で通期 前期比92％の見込み

戦略地域に注力した施策を展開予定

■成長するインド

当社の主力代理店二社は共に上期 前期比150％超を達成

今後も成長の牽引車として期待されるエリア

■潜在力高いタイ、インドネシア
期待していたタイの代理店は上期 前期比110％、
インドネシアは上期 前期比144％と伸長中
引き続き成長が期待できる

■ 台湾、韓国が大幅減
台湾：中国への製品流入禁止による売上減
韓国：インプラント市場低迷、ウォン安による価格競争力低下



歯科：営業戦略

中国販売子会社の経営体制刷新からターンアラウンドへ

■ 子会社NSK上海ルートは前期比微増

平行している代理店流通はやや減

■ 新GMが5月に着任／副総経理も新規起用

■ 代理店支援体制の強化

大手代理店間で実績格差あり

一部代理店ではサージック・エンドを含むハイエンド製品も伸長

■ 製品・販売戦略

新GMの下で製品・販売戦略を新たに検討中

中国市場
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通期通期 前期比前期比108108％達成見込み％達成見込み

当社の土台となる市場で躍進し、さらなる伸長へ当社の土台となる市場で躍進し、さらなる伸長へ

■国内歯科 安定成長の維持

歯科医・代理店・OEM顧客との関係を重視した継続的営業活動

タイムリーかつ顧客の要望に沿った製品上市

バリオサージの垂直立上げ成功

世界最小超ミニヘッド“S-max Pico”は引き続き堅調

■獣医市場の成長

ペット関連市場の拡大を捉えた安定成長

歯科治療、外科それぞれが堅調／引き続き成長路線を維持

日本市場

歯科：営業戦略
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ブース内会議スペース

社長TV取材

ブース展示スペース
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2011年IDS Update

■業界・競合動向

１．製品トレンド

（１）製品カテゴリー
外科用インプラントモーター、歯周病・根管治療機器が中心

（２）特徴・スペック
①LED光源はディファクトスタンダード
②モーターを中心に最小化、軽量化の動き
③フルカラー液晶採用によるGUIの使いやすさ、見やすさを追求
④外科用超音波、超音波スケーラーのチップ充実

（３）デザイントレンド － 清潔感・清掃性・使いやすさの追求
①グロスホワイト・モノトーン・メタリックのカラートレンド
②スクエアー・シンプル・シームレスデザインコンセプト

2．価格トレンド

（１）価格下落傾向
（２）新興国製品品質向上

2011 IDS
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NSK初のIDSプレスカンファレンス開催

参加者：約100名 全世界プレス関係者・主要代理店

■震災後の風評一掃 「ナカニシ被害なし、生産遅延なし」

の強いメッセージを配信。

■NSKグローバル展開と事業・経営状況説明

■IDS上市新製品説明とデモ実施

ブランディングのさらなる向上

■IDS開催後のメディア露出増大

■NSKブースへのプレス関係者の来場増加

業界最大のメディアにも大きく取り上げられ、雑誌・WEBにて

配信された。

2011 IDS

Page-39



2011年IDS展示会場内・外に主力製品広告バナー設置

製品・ブランド訴求を推進

2011 IDS
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大手メディアによる社長取材（震災後の状況に関して）

IDS開催中 雑誌広告掲載による製品露出継続

2011年IDS 積極的な広告展開

製品・ブランド訴求を推進

2011 IDS
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オープンなレイアウト

デモスペースも十分に確保

■全世界から多くのユーザー・ディラー来場

■多くの競合他社幹部も来場

■圧倒的な新製品ライン紹介

2011年IDS NSKブース
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CSからCLへの変革推進
S-Max Pico 販売状況（全世界）

ニッチな製品であるが、顧客ニーズを的確に捉えたヒット製品
オンリーワン・ニッチトップの実現
国内市場先行上市にて大成功（プラス商売） ⇒ 全世界展開中
欧州においてもユーザーから高評価・上市成功

上市前の徹底した臨床実験

広い術野の確保

Pico

X600L
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ウルトラミニヘッド＆スーパースリムボディーが実現した

幅広い術野の確保と多様な術式

歯科：マーケティング



CSからCLへの変革推進
VarioSurgセミナー実施（国内）

著名インプラント医師によるハンズオンセミナー開催

歯科：マーケティング
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CSからCLへの変革推進
Variosセミナー実施（全世界）

新東京事務所セミナールーム・フル稼働による

Variosハンズオンセミナー開催

歯科：マーケティング

Page-45



妥協なき高性能を実現

Zの名に相応しい業界No.1コントラアングル誕生

⇒ ブランド力アップ (“レクサス”のように)

■全ての部品精度を1ランクアップ／ギヤにDLCコーティング採用

業界最高ランクの耐久性を実現（当社テストでは耐磨耗性5倍以上）

■業界最小のヘッドサイズと最細のネックサイズ実現による

ビジビリティーとアクセサビィティーのさらなる向上

コントラアングル Zシリーズ

2011年下期上市予定製品

ナカニシ回転技術を凝縮した業界最小・

最軽量NLX Nanoモーターとのコンビネーション

により至極の診療環境を実現

歯科： 2011下期新製品
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2011年下期上市予定製品（6月欧州先行上市）

大ヒット製品SurgicXT後継機

パワーと安全性をさらに高めた

■最大80Nｃｍの高トルクを実現

■清潔感溢れるコンパクデザイン

■液晶スクリーンと見やすい新GUI適用によるユーザビリティー向上

■トルクキャビテーション機能による高い精度

■USBターミナル搭載による施術記録の保存可能（最大100時間）

Advantage-1
さらに小さく使いやすくなった
ハンドピースモーター

Advantage-2
施術情報保存

Advantage-3
大手インプラントメーカーに適合した
プリセットプログラム

歯科： 2011下期新製品
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h

新製品 のパーフォーマンスをさらに高める

高性能・洗浄可能分解型インプラントコントラアングル

新製品 とのコンビネーションに
よる最高のパーフォーマンスと安全性を実現

2011年下期上市予定製品

●切削力をさらに向上

●低振動・低ノイズ追求

●工具なしで簡単分解・組み立てを実現、

完全な内部洗浄を実現

●新チャックシステム採用によるジャムや

変形を防ぐ

●ダブルシーリングシステムによる高い安全性

新開発ヘキサゴンチャックシステム

歯科： 2011下期新製品
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工業用

『『選択と集中選択と集中』『』『顧客至上主義顧客至上主義』』でで

通期通期 前期比前期比109109％達成の見込み％達成の見込み

■ 仕向け先業界

上期から推進しているＩＴ業界、自動車業界、医療部品業界等、多角化を

下期も継続的に展開

■仕向け先地域

震災の影響から国内は伸びず、アジア、欧州、北米が売上をカバー

タイを軸とした南アジア・東南アジア戦略推進

EMSに食い込み中期的に大きなリターンを生む種を仕込む

インドネシアは伸長の兆しあり

■施 策

アジアなど海外市場を中心に引き続き営業活動を展開

国内は代理店勉強会を全国的に展開しナカニシファンを増やす活動を推進

工業：営業戦略
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工業：マーケティング

IT、自動車、医療等、多様な分野で活躍する

ナカニシのスピンドル

回転技術の展開

スマートフォンの浸透が進み、そのタッ
チパネルが進化。この結果、その素材が
多様化し、要求される加工が高度化して
いる。ここに使用されているのがナカニシ
のE3000シリーズ。
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国内は足元を固め体制強化を継続国内は足元を固め体制強化を継続

海外は現地担当者を拡充し拡販の土台を整備海外は現地担当者を拡充し拡販の土台を整備

■国内

地域別に細分化したディーラーによりビジネスを地道に拡大中

エリアｶﾊﾞｰを目的にした地域別担当制を継続し人材補充も進める

脳外科・脊椎外科向けを引き続きターゲット市場とする

■海外

欧州：“１国１ディーラー”体制の整備／独、英等の5カ国に注力

大手メディカルメーカー向けOEMのビジネスを開始

中国：新たに営業マネジャーを雇用。体制強化を図る

北米：ＯＥＭ先の開拓を推進

メディカル

メディカル：営業戦略
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メディカル： 2011下期新製品

待望の次世代新製品を上市予定

戦略製品として世界市場へ向けて展開

● 世界最高クラスの性能を実現

● 全世界の外科医の要望を全て具現化 Ｐｒｉｍａｄｏ２

2011年下期上市予定製品

Page-52



事業戦略
成長へのインフラ整備

低コストの実現と第二の製造拠点立上げによる
リスク分散体制の確立
組立ラインを2011年9月に稼働、順次部品の現地化を進める

【 ベトナム工場の外観および受付 】

工場の外観

エントランス
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環境・電力供給への対応
太陽光発電システム設置＋自家発電機設置（2011年7月稼動）
節電努力と自家発電機稼動による安定生産供給体制確立

事業戦略
成長へのインフラ整備

【 壁面太陽パネルの設置 】 【 日中使用電力の推移(サンプル) 】

外部電力使用量

電力使用制限レベル

自家発電量

自家発電により外部電力使用量をコントロール
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参考資料

地域
品目

国内 輸出計 ｱﾒﾘｶ ﾖｰﾛｯﾊﾟ ｱｼﾞｱ その他 合 計

前 期 実 績 1,557 8,084 1,814 2,970 1,412 1,888 9,641

今 期 実 績 2,025 7,605 1,723 2,769 1,222 1,891 9,630

増 減 467 △479 △91 △201 △190 3 △11

歯
科
製
品

前 期 比 130.0% 94.1% 95.0% 93.2% 86.5% 100.2% 99.9%

前 期 実 績 414 659 254 118 280 7 1,073

今 期 実 績 405 895 337 200 350 7 1,299

増 減 △10 236 84 82 70 0 226

工
業
製
品

前 期 比 97.7% 135.8% 133.0% 169.6% 124.8% 101.2% 121.1%

前 期 実 績 219 130 46 72 7 4 348

今 期 実 績 231 112 44 49 18 2 344

増 減 13 △17 △2 △23 10 △3 △4

そ
の
他

前 期 比 105.9% 86.6% 95.3% 68.2% 239.8% 34.3% 98.7%

前 期 実 績 2,190 8,873 2,114 3,159 1,700 1,899 11,063

今 期 実 績 2,661 8,612 2,105 3,018 1,590 1,900 11,273

増 減 471 △261 △9 △141 △110 0 210

合
計

前 期 比 121.5% 97.1% 99.6% 95.5% 93.5% 100.0% 101.9%

品目別地域別連結売上高（第２四半期、前期比較）

単位：百万円
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品目別地域別連結売上高（第２四半期、計画比較）

地域
品目

国内 輸出計 ｱﾒﾘｶ ﾖｰﾛｯﾊﾟ ｱｼﾞｱ その他 合 計

今 期 計 画 1,842 7,775 1,625 2,919 1,229 2,001 9,617

今 期 実 績 2,025 7,605 1,723 2,769 1,222 1,891 9,630

増 減 183 △170 98 △150 △8 △110 13

歯
科
製
品

計 画 比 109.9% 97.8% 106.0% 94.8% 99.4% 94.5% 100.1%

今 期 計 画 481 749 232 154 363 1,230

今 期 実 績 405 895 337 200 350 7 1,299

増 減 △76 146 105 46 △13 7 69

工
業
製
品

計 画 比 84.1% 119.4% 145.4% 130.2% 96.4% - 105.6%

今 期 計 画 240 91 40 41 9 1 331

今 期 実 績 231 112 44 49 18 2 344

増 減 △9 21 4 8 9 1 13

そ
の
他

計 画 比 96.4% 123.3% 110.6% 118.9% 194.7% 152.6% 103.8%

今 期 計 画 2,563 8,615 1,897 3,114 1,602 2,002 11,178

今 期 実 績 2,661 8,612 2,105 3,018 1,590 1,900 11,273

増 減 98 △3 208 △ 96 △12 △102 95

合

計

計 画 比 103.8% 100.0% 110.9% 96.9% 99.3% 94.9% 100.8%

単位：百万円
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